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― 1 ― 稲と粟の祭り

稲
と
粟
の
祭
り

　
　
―
大
嘗
祭
と
新
嘗
―

岡
田
莊
司

　
　
　

は
じ
め
に

　

古
代
い
ら
い
神
祇
祭
祀
は
稲
祭
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
常
識
に
な
っ

て
い
る
。
伊
勢
神
宮
祭
祀
は
神
嘗
祭
を
は
じ
め
と
す
る
祭
祀
の
体
系
と
諸

神
事
・
行
事
は
、
稲
祭
り
で
一
貫
し
て
お
り
、
粟
の
存
在
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い（

（
（

。
一
方
、
祭
神
・
天
照
大
神
を
同
じ
く
す
る
六
月
・
十
二

月
神
今
食
、
十
一
月
天
皇
新
嘗
（
神
祇
へ
の
班
幣
祭
祀
の
新
嘗
祭
と
区
別

す
る
）
と
大
嘗
祭
の
神
膳
に
は
稲
（
米
）
と
と
も
に
粟
が
供
え
ら
れ
、
共

食
の
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。

　

古
代
か
ら
伊
勢
神
宮
祭
祀
と
連
動
し
、
体
系
化
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

て
い
る
天
皇
親
祭
祭
祀
の
大
嘗
祭
と
新
嘗
・
神
今
食
は
、
稲
祭
祀
と
と
も

に
粟
祭
祀
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、こ
の
部
分
に
関
し
て
は
一
致
し
な
い
。

こ
の
伊
勢
祭
祀
の
稲
祭
り
の
み
と
、
天
皇
祭
祀
の
稲
と
粟
祭
り
と
の
、
大

き
な
違
い
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
、
新
嘗
と
粟
に
つ
い

て
論
究
は
あ
る
も
の
の（

（
（

、
大
嘗
祭
と
の
祭
祀
構
造
上
、
こ
の
問
題
に
ほ
と

ん
ど
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
こ
そ
が
大
嘗
祭
と

新
嘗
の
本
質
を
明
ら
か
に
で
き
る
研
究
課
題
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、

近
稿（

（
（

に
つ
づ
い
て
天
皇
祭
祀
に
お
け
る
稲
と
粟
の
祭
り
の
特
質
に
つ
い
て

論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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一
、
天
皇
新
嘗
と
粟

　
　

�「
ち
は
や
ぶ
る
神
の
社や
し
ろ

し
無
か
り
せ
ば　

春
日
の
野
辺
に　

粟あ
わ

蒔ま

か

ま
し
を
」（『
万
葉
集
』
巻
三
、四
〇
四
）

　

奈
良
時
代
中
期
の
作
と
さ
れ
る
こ
の
歌
は
、
奈
良
市
・
春
日
神
社
の
鎮

座
地
で
あ
る
春
日
野
に
「
神
の
社
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

春
日
神
社
の
神
殿
は
神
護
景
雲
二
年
（
八
六
八
）
に
創
建
さ
れ
た
。
こ
れ

以
前
は
神
殿
が
無
い
「
神
地
」（
正
倉
院
所
蔵
『
東
大
寺
山
堺
四
至
図
』）

と
記
さ
れ
た
神
域
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
が
神
地
で
な
け
れ
ば
、
粟
を
蒔

く
も
の
を
、
と
詠
わ
れ
た
。
粟
の
農
作
は
、
大
和
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

東
国
の
『
常
陸
国
風
土
記
』
筑
波
郡
条
に
も
、
新
嘗
に
お
い
て
家
内
で

物
忌
を
す
る
習
俗
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
「
新
粟
初
嘗
」
と
粟
の
新
嘗
の

記
載
が
あ
る
。
ま
た
、『
備
後
国
風
土
記
』
逸
文
（『
釈
日
本
紀
』
巻
七
所

収
）
に
よ
る
と
、
疫
隈
国
社
の
由
来
で
は
、
蘇
民
将
来
伝
承
に
、
粟
柄
を

用
い
て
座
を
作
り
、
粟
飯
を
供
え
た
と
伝
え
る
な
ど
、
粟
の
儀
礼
伝
承
は

少
な
く
な
い
。

　

伊
勢
神
宮
祭
祀
は
稲
の
祭
り
を
基
本
と
し
た
が
、
天
皇
新
嘗
は
本
来
、

稲
と
粟
双
方
の
祭
祀
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
を
も
つ
。
こ
れ
に
は
天
下
を
統

治
し
た
天
皇
の
理
想
と
現
実
の
姿
が
あ
っ
た
。
数
多
く
の
災
害
・
飢
饉
に

瀕
し
た
天
皇
に
と
っ
て
、
祈
願
の
主
旨
は
順
調
な
農
耕
の
豊
穣
で
あ
り
、

粟
は
人
々
の
生
活
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
食
料
と
さ
れ
た
。
と
く
に
『
養

老
賦
役
令
』
義
倉
条
に
よ
る
と
、
粟
は
飢
饉
の
備
蓄
の
た
め
に
義
倉
に
納

め
ら
れ
た
。
ま
た
、『
続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
十
月
七
日
条

に
よ
る
と
、
陸
田
作
物
奨
励
の
詔
に
は
、
畠
作
の
諸
穀
の
な
か
で
粟
が
最

も
「
精
好
」
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
の
立
場
で
は
、
稲
の
生

育
を
志
向
し
つ
つ
、
国
家
の
安
定
の
た
め
に
は
、
粟
の
生
産
と
備
蓄
は
重

要
な
事
項
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
天
皇
に
よ
る
粟
祭
祀
の
現
実
が
あ
る（

（
（

。

　

こ
こ
で
「
実
験
祭
祀
学
」
の
一
齣
を
お
伝
え
し
た
い
。
あ
る
日
、
自
炊

で
粟
御
飯
を
炊
飯
し
て
み
た
。
稲
米
に
よ
る
炊
飯
は
、
日
常
い
た
だ
い
て

い
る
と
お
り
で
、
甘
味
も
あ
り
、
美
味
し
い
。
粟
御
飯
は
ど
う
か
と
い
え

ば
、
米
御
飯
と
比
較
す
る
と
、
と
て
も
美
味
し
い
と
は
い
え
な
い
。
た
だ

腹
持
ち
は
す
る
。
お
腹
に
ど
っ
し
り
溜
ま
り
、
空
腹
感
は
長
時
間
感
じ
な

か
っ
た
。
こ
れ
が
粟
の
特
性
で
あ
ろ
う
。
古
代
の
食
生
活
の
中
心
が
粟
御

飯
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
古
代
天
皇
祭
祀
に
は
、
粟
御
飯
の
祭

祀
が
強
く
反
映
し
て
い
る
。

　

天
皇
新
嘗
に
必
要
な
水
田
稲
作
と
粟
な
ど
の
畠
作
の
源
流
は
、『
日
本

書
紀
』
の
神
話
に
語
ら
れ
、「
天
照
大
神
喜
び
て
曰
は
く
、
是
の
物
は
則
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顕
見
し
き
蒼
生
の
食
ひ
て
活
く
べ
き
も
の
な
り
、
乃
ち
粟
・
稗
・
麥
・
豆

を
以
て
は
陸
田
種
子
と
す
、
稲
を
以
て
は
水
田
種
子
と
す
、
又
因
り
て
天

邑
君
を
定
む
、
即
ち
其
の
稲
種
を
以
て
、
始
め
て
天
狹
田
及
び
長
田
に
殖

う
、
其
の
秋
の
垂
穎
、
八
握
に
莫
莫
然
ひ
て
、
甚
だ
快
し
」（
第
五
段
第

十
一
）
と
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、「
天
照
大
神
、
天
狭
田
・
長
田
を
以

て
御
田
と
し
た
ま
ふ
」
と
あ
り
、
素
戔
嗚
尊
の
乱
暴
な
行
為
が
「
天
照
大

神
の
新
嘗
し
め
す
時
」に
新
嘗
斎
場
で
行
わ
れ
、天
石
窟
に
入
ら
れ
る（
第

七
段
本
文
）。
こ
の
稲
穂
は
、
天
照
大
神
の
神
勅
に
よ
っ
て
、「
吾
が
高
天

原
に
き
こ
し
め
す
斎
庭
の
穂
を
以
て
、亦
吾
が
児
に
ま
か
せ
ま
つ
る
べ
し
」

（
第
九
段
第
二
、
現
存
す
る
巻
二
の
最
古
本
、
國
學
院
猪
熊
本
に
よ
る
と
、

「
穂
」
に
は
傍
訓
「
イ
ナ
ノ
ホ
」
と
あ
り
、
鎌
倉
時
代
初
期
以
前
に
は
、

水
田
稲
作
の
稲
穂
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
）
と
仰
せ
出
さ
れ
、
皇
御

孫
命
の
治
め
る
葦
原
瑞
穂
国
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
い
ら
い
、
天
照
大
神
が

直
轄
さ
れ
る
天
上
の
御
田
を
地
上
に
再
現
し
た
「
倭
の
屯
田
」
に
お
い
て

農
耕
が
営
ま
れ
、
こ
こ
で
生
育
さ
れ
た
稲
の
食
料
が
、
天
皇
の
食
膳
と
祭

祀
に
用
い
ら
れ
た
。

　

地
上
に
お
い
て
、
天
皇
食
膳
の
供
御
と
さ
れ
た
の
が
、「
倭
の
屯
田
」

の
稲
・
粟
で
あ
っ
た
。

　

・「
纏
向
玉
城
宮
御
宇
」（
垂
仁
天
皇
）
の
世
「
太
子
大
足
彦
尊
に
科
せ

て
倭
の
屯
田
を
定
め
し
め
た
ま
ふ
、
是
の
時
に
勅
旨
あ
り
て
、
凡
そ
倭
の

屯
田
は
、
毎
に
御
宇
す
帝
皇
の
屯
田
な
り
、
其
れ
帝
皇
の
子
と
雖
も
、
御

宇
す
に
非
ず
は
掌
る
こ
と
得
じ
、
と
の
た
ま
ひ
き
」（「
仁
徳
天
皇
即
位
前

紀
」）
と
あ
る
。
皇
御
孫
命
で
あ
る
天
皇
の
み
が
領
有
で
き
た
聖
別
さ
れ

た
特
別
の
田
と
さ
れ
た
。

　

・「
大
宝
令
」
注
釈
「
古
記
」（『
令
集
解
』
所
引
）
に
よ
る
と
、「
倭
の

屯
田
」
の
名
称
を
引
く
「
屯
田
」
は
「
御
田
」
と
謂
い
、「
供
御
の
食
料

を
造
る
田
」
と
あ
る
。
主
に
天
皇
供
御
の
た
め
の
田
で
あ
り
、「
大
宝
令
」

で
は
「
屯
田
」
と
呼
ば
れ
て
い
た（

（
（

。

　

・『
養
老
田
令
』の
な
か
に「
凡
そ
畿
内
に
官
田
置
か
む
こ
と
は
、大
和
、

摂
津
に
各
卅
町
、
河
内
、
山
背
に
各
廿
町
」
と
規
定
さ
れ
、「
其
れ
田
司

は
年
別
に
相
ひ
替
へ
」
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
・
天
平
二
年（
七
三
〇
）年
紀
の『
大
倭
国
正
税
帳
』（『
正
倉
院
文
書
』）

の
な
か
に
、
十
市
郡
・
城
下
郡
・
添
上
郡
の
三
郡
に
「
屯
田
稲
穀
」
の
記

載
が
あ
る
。
大
和
の
屯
田
（
官
田
）
は
、
少
な
く
と
も
三
郡
に
置
か
れ
て

お
り
、
こ
の
内
に
「
倭
の
屯
田
」
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

三
輪
山
と
大
和
川
を
挟
ん
で
、
出
雲
・
大
田
の
地
名
が
残
る
地
域
（
素

戔
嗚
神
社
の
周
辺
）
は
、
そ
の
淵
源
の
地
と
さ
れ
る
。
大
和
川
の
土
手
に

は
、
葦
が
生
い
茂
り
、
そ
の
景
観
は
神
話
と
歴
史
を
つ
な
ぐ
。
奈
良
時
代

前
期
ま
で
、
大
化
前
代
に
系
譜
を
持
つ
「
屯
田
」
の
語
が
使
わ
れ
、
そ
の

所
管
は
宮
内
省
傘
下
と
な
り
、
毎
年
交
替
し
た
「
屯
司
」
も
省
所
轄
の
諸
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司
の
伴
部
・
使
部
が
そ
の
役
に
仕
え
た
。
奈
良
時
代
以
後
の
天
皇
供
御
と

祭
祀
の
実
態
は
、『
延
喜
式
』
の
宮
内
省
式
・
大
炊
寮
式
・
造
酒
司
式
な

ど
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

天
皇
の
供
御
と
中
宮
・
東
宮
、
さ
ら
に
在
京
中
の
伊
勢
斎
王
の
食
膳
の

稲
・
粟
な
ど
は
宮
内
省
の
官
田
で
あ
る
省
営
田
の
収
穫
を
用
い
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
（『
延
喜
大
炊
寮
式
』
≲
28
≳
）。
そ
の
稲
を
出
す
官
田
は
、

平
安
時
代
に
な
る
と
畿
内
の
な
か
か
ら
、
粟
は
山
城
国
か
ら
出
す
こ
と
と

さ
れ
た
（『
延
喜
民
部
省
式
上
』
≲
141
≳
）。
省
営
田
の
収
納
帳
に
は
「
年

中
の
供
御
の
稲
・
糯
・
粟
等
の
数
」（
東
宮
・
中
宮
も
同
様
）
を
大
炊
寮

が
記
録
し
、
宮
内
省
に
報
告
し
た
（『
延
喜
宮
内
省
式
』
≲
5
≳
）。
大
炊

寮
は
毎
日
、
天
皇
供
御
の
稲
米
・
粟
米
を
舂
い
て
、
内
膳
司
に
送
り
、
中

宮
の
分
も
同
じ
く
内
膳
司
に
送
り
、
東
宮
分
は
主
膳
監
に
送
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
（『
延
喜
大
炊
寮
式
』
≲
27
≳
）。

　

こ
の
天
皇
供
御
と
中
宮
・
東
宮
季
料
に
よ
っ
て
毎
日
の
食
膳
が
確
保
さ

れ
、
そ
の
主
食
は
稲
米
・
粟
米
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
新
嘗
・
神
今
食
の

祭
祀
に
も
稲
・
粟
が
神
膳
に
供
え
ら
れ
、
共
食
に
も
用
い
ら
れ
た
。
そ
の

稲
米
・
粟
は
、
神
今
食
で
は
「
御
飯
、
粥
料
、
米
各
二
斗
、
粟
二
斗
」（『
延

喜
四
時
祭
式
上
』
≲
24
≳
）、
新
嘗
で
は
「
御
飯
幷
粥
米
各
二
斗
、
粟
二
斗
」

（『
延
喜
四
時
祭
式
下
』
≲
51
≳
）
と
あ
り
、
伊
勢
斎
王
の
在
京
中
（
野
宮
）

の
新
嘗
で
は
「
米
四
斗
、
粟
二
斗
」（『
延
喜
斎
宮
式
』
≲
30
≳
）
が
使
わ

れ
た
。
祭
祀
用
の
稲
・
粟
も
供
御
用
と
同
じ
く
、
大
炊
寮
か
ら
内
膳
司
に

送
ら
れ
た
。

　

宮
内
省
営
田
の
系
譜
を
引
く
御
稲
田
が
中
世
末
期
ま
で
、
大
炊
寮
領
と

し
て
内
廷
経
済
を
賄
っ
て
き
た
。
山
城
・
河
内
・
摂
津
国
に
散
在
し
、
山

城
国
綴
喜
郡
に
は
、
御
粟
を
貢
進
す
る
「
御
粟
園
御
稲
」
が
所
在
し
た
。

南
北
朝
時
代
に
は
、こ
こ
か
ら
御
粟
と
と
も
に
御
稲
も
納
め
ら
れ
て
お
り
、

新
嘗
の
粟
と
大
嘗
祭
の
粟
と
は
、
こ
こ
か
ら
供
納
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う（
６
）。

　

平
安
時
代
の
朝
儀
を
一
覧
し
た
も
の
に
『
年
中
行
事
御
障
子
文
』
が
あ

る
。
こ
れ
は
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
に
藤
原
基
経
が
光
孝
天
皇
へ
献
上
し

た
衝
立
障
子
で
あ
り
、毎
年
の
儀
式
の
基
本
と
さ
れ
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、

十
一
月
天
皇
新
嘗
に
際
し
て
は
、
九
月
以
降
の
祭
儀
・
儀
式
が
関
係
し
て

い
る
。

　

①
九
月
朔
日
、
奏
レ
可
レ
醸
二
新
嘗
黒
白
二
酒
一
事

　

②
十
月
二
日
、
奏
下
可
レ
供
二
新
嘗
祭
一
官
田
稲
粟
卜
定
文
上
事

　
　

十
一
月
朔
日
、
内
膳
司
供
二
忌
火
御
飯
一
事

　
　

同
日
、
神
祇
官
始
奉
二
御
贖
一
事

　

③
十
一
月
中
丑
日
、
宮
内
省
奏
二
御
宅
田
稲
数
一
事

　
　

十
一
月
中
寅
日
、
鎮
魂
祭
事
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十
一
月
中
卯
日
、
新
嘗
祭
事

　
　

十
一
月
中
辰
日
、
節
会
事

　

こ
の
な
か
で
、
天
皇
新
嘗
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
三
奏
上
儀
式
が
重
要

で
あ
る
。

　

①
九
月
朔
日
「
奏
レ
可
レ
醸
二
新
嘗
黒
白
二
酒
一
事
」

　

新
嘗
の
黒
白
酒
は
、
こ
れ
も
官
田
の
稲
を
用
い
、
そ
の
官
田
に
つ
い
て

は
、
毎
年
九
月
二
日
（
①
の
『
御
障
子
文
』
は
朔
日
）
に
、
宮
内
省
・
神

祇
官
と
と
も
に
造
酒
司
に
赴
き
「
酒
稲
を
進
る
べ
き
国
郡
を
卜
へ
よ
」

（『
延
喜
宮
内
省
式
』
≲
13
≳
）
と
、
酒
稲
を
進
る
べ
き
国
郡
を
卜
定
し
た
。

そ
の
酒
料
の
稲
は
「
官
田
二
十
束
」（『
延
喜
造
酒
司
式
』
≲
10
≳
）
と
あ

る
。

　

②
十
月
二
日
「
奏
下
可
レ
供
二
新
嘗
祭
一
官
田
稲
粟
卜
定
文
上
事
」

　

新
嘗
に
供
え
る
官
田
の
稲
・
粟
は
、
毎
年
十
月
二
日
に
、
神
祇
祐
・
史

が
卜
部
を
率
い
、
宮
内
省
の
丞
・
録
は
史
生
を
率
い
て
、
大
炊
寮
に
向
か

い「
稲
・
粟
を
進
る
べ
き
国
郡
を
卜
定
せ
よ
」（『
延
喜
宮
内
省
式
』≲
10
≳
）

と
稲
・
粟
を
進
る
べ
き
国
郡
を
卜
定
し
た
。
神
今
食
と
新
嘗
に
は
、
官
田

の
「
稲
八
束
、
粟
四
束
」
を
用
い
て
舂
き
、
神
祇
官
に
送
っ
た
（『
延
喜

大
炊
寮
式
』
≲
2
≳
）。
大
嘗
祭
だ
け
で
な
く
、
①
新
嘗
の
黒
白
酒
と
②

稲
粟
と
は
、
と
も
に
国
郡
卜
定
が
行
わ
れ
、
畿
内
の
官
田
稲
と
粟
が
使
用

さ
れ
た
。

　

③
十
一
月
中
丑
日
「
宮
内
省
奏
二
御
宅
田
稲
数
一
事
」

　

中
卯
日
の
新
嘗
祭
祀
に
先
立
っ
て
、
そ
の
前
々
日
の
中
丑
日
に
、
供
御

用
の
官
田
（
宮
内
省
営
田
）
の
稲
束
数
を
奏
上
す
る
政
事
向
き
の
宮
内
省

御
宅
田
の
稲
数
を
奏
上
す
る
儀
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
は
宮
内
省
の
み

で
神
祇
官
の
関
与
は
な
く
政
務
性
が
高
い
。
宮
内
省
の
輔
は
、
御
体
御
卜

奏
、
御
暦
奏
と
同
じ
く
、
延
政
門
か
ら
内
裏
に
入
り
、
そ
の
奏
文
は
「
宮

内
省
申
さ
く
、
内
つ
国
の
今
年
供
奉
れ
る
三
宅
田
合
せ
て
若
干
町
、
穫
稲

若
干
束
、
そ
の
年
以
往
の
古
稲
若
干
束
、
惣
べ
て
若
干
束
供
奉
れ
る
事
を

申
し
給
は
く
と
申
す
」
と
、
今
年
の
収
穫
数
と
昨
年
ま
で
の
残
数
を
奏
上

し
た
（『
延
喜
宮
内
省
式
』
≲
54
≳
）。
こ
の
あ
と
、
奏
文
は
内
侍
を
と
お

し
て
天
皇
の
も
と
に
奏
覧
さ
れ
る
。
こ
の
儀
式
は
『
内
裏
式
』『
儀
式
』

に
も
記
載
さ
れ
、
そ
の
奏
文
は
ほ
ぼ
同
文
で
、
九
世
紀
前
半
に
は
行
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
儀
式
は
令
制
以
前
ま
で
遡
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る（
（
（

。

　

①
②
は
新
嘗
神
事
に
必
要
な
造
酒
の
た
め
の
稲
と
神
膳
の
た
め
の
稲
粟

を
進
上
す
へ
き
官
田
の
地
域
を
国
郡
卜
定
す
る
こ
と
を
奏
上
す
る
も
の

で
、
神
祇
官
・
宮
内
省
の
官
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
祭
祀
に
直
接
関
係
す

る
事
項
と
い
え
る
。
一
方
の
③
奏
上
儀
は
、
一
見
祭
祀
と
の
関
係
は
見
ら

れ
な
い
供
御
用
の
官
田
（
宮
内
省
営
田
）
の
稲
束
数
を
奏
上
す
る
政
事
向
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き
の
儀
式
で
あ
る
が
、
大
化
前
代
の
天
皇
直
営
田
で
あ
る
「
倭
の
屯
田
」

の
経
営
に
由
来
す
る
天
皇
へ
の
報
告
儀
礼
で
あ
る
。
こ
の
収
穫
の
実
数
の

報
告
を
受
け
る
同
儀
は
鎮
魂
祭
の
前
日
、
中
丑
日
に
行
わ
れ
、
こ
の
儀
式

を
う
け
て
、
天
皇
新
嘗
を
斎
行
す
る
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る（

（
（

。

　
　
　

二
、
大
嘗
祭
と
粟

　

国
家
祭
祀
と
し
て
践
祚
大
嘗
祭
に
先
行
し
た
天
皇
新
嘗
は
、
壬
申
の
乱

後
の
天
武
朝
、
天
武
二
年
（
六
七
三
）
十
二
月
丙
戌
（
五
日
）
条
に
、

　
　

�「
大
嘗
に
侍
奉
れ
る
中
臣
・
忌
部
、
及
び
神
官
人
等
、
并
せ
て
播
磨
・

丹
波
二
国
の
郡
司
、
亦
以
下
の
人
夫
等
に
悉
に
禄
賜
ふ
、
因
り
て
郡

司
等
に
各
爵
一
級
を
賜
ふ
」（『
日
本
書
紀
』）

と
あ
る
の
が
、
そ
の
初
出
と
み
ら
れ
、
天
皇
新
嘗
と
し
て
畿
外
の
国
郡
卜

定
を
伴
う
国
家
的
祭
儀
に
昇
格
し
た
。
こ
れ
は
、
の
ち
持
統
朝
（
持
統
五

年
）
に
始
ま
る
践
祚
大
嘗
祭
の
先
蹤
と
も
い
え
る
。

　

初
期
の
践
祚
大
嘗
祭
と
天
皇
新
嘗
と
の
間
に
、
名
称
の
違
い
は
な
か
っ

た
。
毎
年
恒
例
の
新
嘗
に
つ
い
て
、『
養
老
神
祇
令
』
仲
冬
条
に
は
「
下

卯
大
嘗
祭
」
と
あ
る
。
ま
た
、
大
嘗
条
に
は
「
凡
大
嘗
は
、
世
毎
に
一
年

な
る
は
、
国
司
行
事
せ
よ
、
以
外
は
、
年
毎
に
所
司
行
事
せ
よ
」
と
あ
り
、

世
毎
も
年
毎
も
、
と
も
に
大
嘗
祭
と
呼
ば
れ
、
一
代
一
度
大
嘗
祭
が
斎
行

さ
れ
る
と
き
は
毎
年
の
新
嘗
は
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（『
神
祇
令

集
解
』
仲
冬
条
「
朱
云
」）。
こ
の
時
期
に
お
け
る
「
大
嘗
祭
」
の
意
味
は
、

大
王
（
天
皇
の
古
称
と
さ
れ
る
）・
大
殿
・
大
祓
（
大
解
除
）・
大
内
裏
・

大
田
（
天
皇
の
直
営
田
、
大
嘗
祭
卜
定
の
田
圃
も
い
う
）
な
ど
、
国
家
・

天
皇
に
直
接
関
係
を
も
つ
事
項
に
「
大
」
字
を
付
け
る
例
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
伊
勢
祭
祀
の
収
穫
祭
「
嘗
祭
」
は
神
嘗
祭
と
い
い
、
十
一
月
の
特
定

神
社
を
対
象
と
し
た
相
嘗
祭
、
そ
し
て
元
来
は
天
皇
の
新
嘗
を
指
し
て

「
大
」
嘗
祭
と
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
代
一
度
大
嘗
祭
と
毎
年
の
天
皇
新
嘗
と
の
、
大
き
な
違
い
は
、
神
饌

の
稲
の
供
出
先
で
あ
る
。
国
郡
卜
定
し
た
郡
を
「
斎
郡
」（『
延
喜
践
祚
大

嘗
祭
式
』
≲
9
・
10
≳
）
と
い
い
、
悠
紀
・
主
基
の
斎
田
二
ヶ
国
に
は
、

百
姓
（
公
民
）
の
営
な
む
田
六
段
が
卜
食
し
て
充
て
ら
れ
、
そ
の
収
穫
分

に
つ
い
て
は
、
正
税
が
充
て
ら
れ
、
そ
の
対
象
と
さ
れ
た
卜
食
の
斎
田
を

王
権
の
田
圃
名
で
あ
る
「
大
田
」（『
儀
式
』
巻
二
）
と
呼
ん
だ
。
畿
外
斎

田
の
稲
は
徹
底
し
た
聖
性
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

　

大
嘗
祭
は
畿
外
田
で
作
付
け
さ
れ
る
が
、
天
皇
新
嘗
は
畿
内
の
官
田
に

依
存
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
天
武
朝
初
期
の
新
嘗
は
、
畿
外
の
国
郡
卜
定

を
と
も
な
う
田
圃
の
選
定
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
近
江
朝
廷
を
二
つ
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に
分
断
し
た
争
乱
を
収
拾
す
る
た
め
に
、
天
智
朝
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
新
嘗
を
、
全
国
的
規
模
で
畿
外
を
も
対
象
と
し
た
国
家

的
祭
祀
に
昇
格
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
天
皇
祭
祀
の
核
と
な
っ
た

の
が
、
天
照
大
神
一
神
へ
の
国
郡
卜
定
を
と
も
な
う
畿
外
稲
に
よ
る
天
皇

新
嘗
で
あ
り
、
の
ち
の
大
嘗
祭
の
原
形
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

三
十
年
前
、
大
嘗
祭
論
議
の
と
き
、
祭
儀
の
中
心
・
本
義
が
神
饌
供
進

に
あ
る
こ
と
を
論
じ（

（
（

、
ま
た
、
天
皇
の
神
饌
供
進
の
所
作
に
つ
い
て
は
精

密
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た（
（1
（

。
康
安
二
年
（
一
三
六
二
）
前
後
成
立
の
卜

部
兼
豊
撰
『
宮
主
秘
事
口
伝
』
に
は
「
大
嘗
会
者
、
神
膳
之
供
進
、
第
一

之
大
事
也
、
秘
事
也
、
」
と
あ
り
、
一
条
経
嗣
の
『
応
永
大
嘗
会
記
』
に

お
い
て
も
、「
大
嘗
会
の
大
事
ハ
神
膳
に
過
た
る
こ
と
ハ
な
し
」
と
記
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
神
饌
の
供
進
に
こ
そ
、
祭
儀
の
「
大

事
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
が
「
秘
事
」
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
記
録
を
用
い
て
、
寝
座
に
お
け
る
マ
ト
コ
オ
フ
ス
マ
の
秘
儀
は
無
か
っ

た
と
断
言
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
、
こ
の
「
秘
事
」
の
な
か
に
、

特
別
の
「
秘
事
」
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

平
安
期
の
儀
式
書
に
よ
る
と
、『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
≲
31
≳
に
「
飯

筥
」、『
天
仁
大
嘗
会
記
』
に
「
御
飯
筥　

納
窪
手
一
口
」
と
あ
る
の
み
で
、

そ
の
中
身
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
平
安
後
期
に
な
る
と
、
保
安
四
年

（
一
一
二
三
）
藤
原
忠
通
の
記
録
『
法
性
寺
殿
御
次
第
』
に
、「
御
飯
筥
」

に
つ
い
て
「
納
二
窪
手
二
口
一
、
各
盛
二
御
飯
一
、一
窪
有
レ
蓋
、
神
食
料
、

一
窪
無
レ
蓋
、御
食
料
、采
女
説
也
」と
あ
る
。采
女
か
ら
の
情
報
と
し
て
、

窪
手
二
つ
に
神
膳
料
と
直
会
料
と
が
入
る
が
、米
粟
の
確
認
は
と
れ
な
い
。

こ
れ
が
主
水
司
の
用
意
す
る
八
足
机
の
上
に
「
粥
二
坏
」
が
置
か
れ
、「
一

坏
米
・
一
坏
粟
」
と
米
粥
と
と
も
に
粟
粥
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

管
見
に
触
れ
た
、
大
嘗
祭
の
神
饌
の
な
か
に
米
と
と
も
に
粟
が
入
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
最
古
の
事
例
で
あ
る
。

　

摂
政
藤
原
忠
通
は
保
安
四
年
、
当
時
四
歳
の
崇
徳
天
皇
の
大
嘗
祭
に
立

ち
会
っ
た
。
忠
通
の
父
忠
実
も
、
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
五
歳
の
鳥
羽

天
皇
の
大
嘗
祭
を
奉
仕
し
た
。
こ
の
時
に
は
、
白
河
法
皇
の
召
を
う
け
て

習
礼
が
行
わ
れ
た
（『
殿
暦
』）。
忠
通
の
『
法
性
寺
殿
御
記
』
に
「
法
王

仰
云
」
と
か
、『
後
鳥
羽
天
皇
宸
記
』
に
「
白
河
院
御
説
」
と
、
の
ち
の

ち
ま
で
陪
膳
采
女
安
芸
の
意
見
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期

の
神
饌
供
進
の
作
法
に
つ
い
て
は
、
白
河
法
皇
の
意
見
が
強
く
反
映
し
て

い
る（
（1
（

。

　

今
後
、
史
料
の
発
掘
に
よ
り
、
粟
の
記
載
が
増
え
て
い
く
可
能
性
が
残

さ
れ
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
最
古
の
事
例
は
崇
徳
天
皇
大
嘗
祭
の
な
か

で
粟
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。
鳥
羽
・
崇
徳
天
皇
大
嘗
祭
は
、
白
河
法
皇

が
積
極
的
に
祭
祀
に
関
与
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
粟
を
入
れ
る
作
法
は
、

白
河
天
皇
大
嘗
祭
の
承
保
元
年
（
一
〇
七
四
）
以
前
ま
で
遡
る
こ
と
が
可
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能
で
あ
ろ
う
。

　

建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
後
鳥
羽
上
皇
か
ら
順
徳
天
皇
に
伝
え
ら
れ
た

『
大
嘗
会
神
饌
秘
記
』（
別
名
「
後
鳥
羽
上
皇
宸
記
」、『
神
道
大
系
・
践
祚

大
嘗
祭
』
所
収
）
は
、
の
ち
に
伏
見
天
皇
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
宸
筆
が

宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
口
伝
か
ら
記
録
へ
の
貴
重
な
秘
記

と
い
え
る
。
同
書
に
は
、「
秘
説
三
ケ
事
」
を
掲
げ
、
第
一
に
神
膳
の
供

進
の
作
法
に
つ
い
て
、
二
行
説
（「
是
上
説
」、
白
河
院
の
説
）
と
五
出
説

（
円
形
の
「
是
次
説
」、
采
女
安
芸
の
説
）
の
作
法
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

別
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
成
年
天
皇
の
正
規
の
作
法
、
後
者
は
摂
政

が
補
助
す
る
幼
帝
の
略
式
作
法
で
あ
る
。

　

第
二
は
、「
御
飯
ハ
四
坏
也
」
と
し
、
諸
家
の
記
録
は
二
坏
で
あ
る
が
、

そ
の
二
坏
は
御
飯
で
あ
り
、「
実
ハ
米
二
坏
、
粟
二
坏
」
と
あ
り
、
こ
れ

を
「
秘
事
也
」
と
記
す
。
た
だ
し
、
御
飯
の
稲
と
粟
を
盛
り
合
わ
せ
る
か
、

盛
り
合
わ
せ
な
い
か
は
、
な
お
尋
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
粟
御
飯
の

供
膳
は
秘
事
と
さ
れ
て
お
り
、刀
自
采
女
は
こ
の
秘
事
を
知
っ
て
い
る
が
、

他
の
者
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

第
三
に
「
祈
請
申
詞
」
を
載
せ
「
此
事
最
秘
蔵
事
也
」
と
あ
る
。
そ
の

文
面
は
、
伊
勢
五
十
鈴
河
上
に
坐
す
「
天
照
大
神
又
天
神
地
祇
諸
神
明
」

に
対
し
て
「
今
年
新
に
得
た
る
所
の
新
飯
」
を
奉
供
る
こ
と
と
、「
諸
の

災
難
を
未
萌
に
攘
ひ
除
き
、
不
祥
・
悪
事
を
遂
に
犯
し
来
た
る
こ
と
莫
れ
」

と
災
異
・
災
害
の
除
去
を
祈
願
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
「
是
尤
秘
事
也
」

と
あ
る
。

　
　
　

三
、
中
世
・
近
世
・
近
代
の
記
録
か
ら

［
中
世
・
近
世
の
記
録
］

　

・
鎌
倉
前
期
の
記
録
『
建
保
大
祀
神
饌
記
』（『
神
道
大
系
・
践
祚
大
嘗

祭
』
所
収
）
に
は
、
天
皇
の
所
作
と
し
て
御
飯
の
筥
を
と
り
、
窪
手
（
柏

の
深
鉢
）
二
つ
に
盛
り
付
け
、「
一
は
い
ね
の
御
は
ん
、
一
は
あ
は
の
御

は
ん
」
と
粟
の
御
飯
も
盛
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
次
天
皇
、
手
を
う
ち

給
事
三
度
、
そ
の
は
し
を
と
り
て
御
は
ん
を
き
こ
し
め
す
こ
と
三
度
、
い

ね
・
あ
は
の
御
は
ん
各
三
度
な
ら
は
六
度
也
」
と
あ
り
、
粟
御
飯
の
直
会

も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

・
鎌
倉
後
期
『
伏
見
院
宸
記
』（『
神
道
大
系
・
践
祚
大
嘗
祭
』
所
収
）

に
は
、「
御
飯
筥
」
の
な
か
に
、
窪
手
が
納
め
ら
れ
、「
米
・
粟
御
飯
、
各

二
坏
」
と
あ
り
、
蓋
の
有
る
の
が
供
神
の
た
め
の
「
神
料
」、
蓋
が
無
い

の
が
天
皇
供
御
の
「
御
料
」
で
あ
る
と
い
う
。

　

・
南
北
朝
時
代
の
『
宮
主
秘
事
口
伝
』
に
は
、「
御
飯
料　

白
米
一
升
・

粟
一
升
」
は
紙
に
包
ん
で
長
櫃
に
入
れ
る
と
あ
る
。

　

・
近
世
中
期
の
絵
図
『
大
嘗
祭
神
饌
図
』（
鈴
鹿
家
資
料
・
皇
學
館
大
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学
寄
託
）
に
よ
る
と
、「
御
飯
筥　

米
・
粟
」
と
あ
り
、
葛
筥
に
二
個
の

窪
手
が
描
か
れ
、
そ
の
下
に
、
朱
筆
で
元
文
三
年
（
一
八
三
八
）
の
大
嘗

祭
復
興
時
の
記
述
に
「
御
飯　

元
文
三
年
之
度
、
米
・
粟
二
盃
被
増
之
、

別
記
仁
委
細
記
之
」
と
あ
る（
（1
（

。

　

天
皇
所
作
の
順
番
の
覚
え
と
し
て
、
桜
町
天
皇
宸
筆
「
元
文
三
年
大
嘗

祭
笏
紙（
（1
（

」
は
、
そ
の
包
紙
上
書
に
「
大
嘗
祭
次
第　

可
秘
」
と
あ
り
、
祝

詞
文
の
あ
と
、

　
　

�

神
供
次
第
、
よ
ね
・
あ
は
、
平
て
左
手
に
も
ち
、
右
手
し
て
も
る
、

十
度
、
次
、
な
ま
も
の
四
種
、
か
ら
も
の
四
種
、
お
な
し
平
て
に
も

る
、
采
女
め
の
し
る
・
あ
ハ
ひ
、
三
は
し
つ
ヽ
も
ち
く
ハ
ふ
、
十
度
、

次
、
く
だ
も
の
四
種
十
二
度
、
神
酒
四
度
、
先
白
、
の
ち
黒
、
次
、

天
皇
三
度
手
た
ヽ
き
て
、け
い
く
つ
し
て
称
唯
し
て
、よ
ね
三
は
し
、

あ
ハ
三
（
は
、
脱
カ
）
し
な
め
て
た
つ
、
次
、
御
酒
、
け
い
く
つ
し

て
三
度
、
よ
こ
な
か
ら
手
た
ヽ
き
て
称
唯
し
て
、
か
し
ら
を
か
た
ふ

け
て
の
む
、
八
度
、

と
、そ
の
次
第
が
簡
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。天
皇
の
神
饌
供
進
の
作
法
は
、

陪
膳
采
女
が
天
皇
親
供
の
介
添
を
す
る
。
最
初
に
御
箸
で
枚
手
に
盛
る
の

は
御
飯
、
こ
れ
を
陪
膳
采
女
に
返
し
、
陪
膳
采
女
は
神
食
薦
に
に
並
べ
て

い
く
。
つ
い
で
御
菜
（
生
物
・
干
物
・
汁
漬
）、
果
物
、
さ
ら
に
本
柏
に

盛
ら
れ
た
御
酒
を
天
皇
は
神
食
薦
の
上
に
置
か
れ
た
枚
手
の
上
か
ら
灌

ぐ
。
こ
の
あ
と
米
御
粥
・
粟
御
粥
を
陪
膳
采
女
が
供
え
、
御
直
会
に
う
つ

る
。
天
皇
は
拍
手
三
度
の
あ
と
、
低
頭
し
「
お
お
」
と
い
い
、
御
飯
の
米

三
箸
・
粟
三
箸
、
あ
わ
せ
て
六
度
頂
き
、
さ
ら
に
御
酒
の
白
酒
四
度
、
黒

酒
四
度
を
頂
戴
す
る
。
な
お
、
木
村
大
樹
氏（
（1
（

に
よ
る
と
、
天
皇
所
作
の
総

数
は
、
神
今
食
は
二
百
五
十
二
箸
、
新
嘗
・
大
嘗
祭
は
枚
手
の
数
が
倍
に

な
り
五
百
四
箸
、
そ
の
儀
式
が
二
度
つ
づ
く
の
で
、
千
八
箸
に
な
る
と
い

う
。
こ
れ
が
「
秘
事
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

［
近
代
の
記
録
］

　

・
近
世
の
後
半
、
新
嘗
祭
の
祭
祀
は
吉
田
家
に
委
託
さ
れ
た
が
、
そ
の

神
饌
の
う
ち
新
嘗
祭
御
用
の
米
・
粟
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
、

山
城
宇
治
郡
山
科
郷
音
羽
村
と
丹
波
山
国
郷
七
箇
村
よ
り
納
め
ら
れ
て
い

た（
（1
（

（『
公
文
録
』「
庚
午
十
一
月
神
祇
官
伺
」）。と
こ
ろ
が
明
治
四
年
十
月
、

大
嘗
祭
斎
行
に
あ
た
り
、こ
れ
ま
で
宇
治
郡
音
羽
村
よ
り
、例
年
粟
五
升
・

米
五
升
を
進
納
し
て
き
た
が
、
同
年
の
進
納
に
つ
い
て
御
伺
い
を
立
て
た

と
こ
ろ
、「
当
年
は
相
納
候
に
不
及
」
と
い
う
返
事
で
、
東
京
に
お
け
る

大
嘗
祭
に
は
不
要
と
さ
れ
た（
（1
（

（
明
治
四
年
『
大
嘗
会
雑
記
』）。

　

・
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
の
悠
紀
殿
供
饌
の
儀
に
は
、「
御
飯
筥
」
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の
な
か
に
「
米
御
飯
・
米
御
飯
・
粟
御
飯
・
粟
御
飯
」、「
御
粥
八
足
机
」

に
は
「
米
御
粥
・
米
御
粥
・
粟
御
粥
・
粟
御
粥
」
と
あ
り
、
主
基
殿
供
饌

の
儀
も
同
様
と
あ
る
。
そ
の
内
、「
御
飯
・
御
粥
ノ
料
及
御
酒
醸
造
用
ノ

米
ハ
、
悠
紀
、
主
基
両
斎
田
ノ
新
穀
」
で
あ
り
、
各
々
一
石
二
斗
五
升
の

う
ち
、
各
々
一
石
が
醸
造
分
（
祭
儀
・
大
饗
）、
各
々
二
斗
五
升
が
御
飯
・

御
粥
の
料
に
用
い
た
。「
粟
ハ
各
地
方
民
ノ
献
納
ニ
係
リ
、
十
月
十
七
日
、

宮
内
省
ヨ
リ
悠
紀
、
主
基
両
殿
御
飯
幷
ニ
御
粥
ノ
料
ト
シ
テ
受
領
」
と
あ

る
の
で
、
昭
和
大
嘗
祭
の
供
膳
で
は
、
御
飯
・
御
粥
と
御
酒
醸
造
用
の
米

は
、
悠
紀
・
主
基
斎
田
の
新
穀
が
用
い
ら
れ
、
粟
は
各
地
方
民
の
献
納
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
嘗
祭
は
古
式
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
を
本

義
と
し
て
い
る
の
で
、
稲
の
供
出
先
は
悠
紀
・
主
基
地
方
で
一
貫
し
て
お

り
、
粟
は
悠
紀
・
主
基
地
方
以
外
の
供
納
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
定
し
て
よ

い（
（1
（

。

　
　
　

四
、
天
皇
新
嘗
と
中
宮
・
東
宮
・
伊
勢
斎
王

　

天
皇
新
嘗
と
斎
王
新
嘗
と
の
大
き
な
祭
祀
上
の
確
立
期
が
、
天
武
二
年

の
伊
勢
斎
王
「
泊
瀬
斎
宮
」
入
り
と
国
郡
卜
定
・
畿
外
郡
司
以
下
へ
の
賜

禄
を
伴
う
天
皇
新
嘗
の
成
立
で
あ
っ
た
。
天
皇
新
嘗
に
は
、
天
下
統
治
を

意
図
し
た
方
針
が
組
み
込
ま
れ
、
斎
王
祭
祀
に
も
、
天
皇
新
嘗
と
一
体
化

し
た
祭
祀
体
系
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
。
神
宮
祭
祀
に
新
嘗
祭
の
神

事
は
な
く
、
斎
王
新
嘗
は
天
皇
新
嘗
と
同
時
刻
に
、
類
似
し
た
室
礼
を
設

け
（『
延
喜
斎
宮
式
』
≲
66
≳
）、
供
膳
も
在
京
中
は
天
皇
と
同
一
の
稲
粟

が
用
い
ら
れ
、
伊
勢
斎
宮
で
は
伊
勢
国
供
田
の
「
稲
八
束
、
粟
四
束
」
が

供
膳
に
使
用
さ
れ
（『
延
喜
斎
宮
式
』
≲
30
≳
≲
66
≳
≲
77
≳
）、
朝
廷
と

「
神
の
朝
廷
」と
の
一
体
の
、天
皇
か
ら
特
別
に
認
め
ら
れ
た
祭
祀
で
あ
る
。

　

天
皇
に
準
じ
て
、
官
田
の
稲
粟
を
食
膳
に
で
き
た
の
は
、
中
宮
・
東
宮
・

伊
勢
斎
王
（
在
京
中
）
で
あ
っ
た
が
、
一
覧
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
天
皇

の
鎮
魂
祭
・
新
嘗
に
対
応
し
て
い
る
の
は
、
中
宮
の
存
在
で
あ
る
（『
延

喜
四
時
祭
式
・
下
』
≲
48
≳
）。
東
宮
の
鎮
魂
祭
は
、
天
皇
新
嘗
後
の
巳

日
に
行
わ
れ
て
お
り
（（『
儀
式
』
五
、
鎮
魂
祭
儀
））、
独
自
の
新
嘗
は
斎

行
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
斎
王
は
天
皇
に
準
じ
た
独
自
の
新

嘗
を
務
め
た
が
、
斎
王
鎮
魂
祭
は
存
在
せ
ず
、
斎
王
新
嘗
は
あ
く
ま
で
も

官
田
稲
粟

鎮
魂
祭

新
嘗

戸
座

天
皇

※

◎
寅
日

◎
卯
日

○

中
宮

※

○
寅
日

△
卯
日

○

東
宮

※

△
巳
日

×

×

伊
勢
斎
王

※
在
京
中

×

◎
卯
日

○

※
印
は
官
田
稲
粟
を
食
膳
と
し
た
。
戸
座
は
新
嘗
の
忌
火
を
用
い
た
聖
職
。



― 11 ― 稲と粟の祭り

天
皇
新
嘗
の
一
環
と
し
て
機
能
し
、
天
照
大
神
と
天
皇
玉
体
と
を
つ
な
げ

る
こ
と
が
一
義
で
あ
っ
た
と
い
え
る（
（1
（

。
伊
勢
の
神
宮
祭
祀
で
は
、
粟
祭
り

は
皆
無
で
あ
り
、
稲
祭
り
と
し
て
の
独
自
性
が
強
く
確
立
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
粟
祭
り
を
具
備
し
た
天
皇
神
今
食
・
新
嘗
に
直
結
し
て

い
た
の
が
斎
王
新
嘗
で
あ
る
。

　

天
皇
親
祭
の
新
嘗
は
天
皇
祭
祀
権
の
専
権
事
項
で
あ
り
、
天
皇
新
嘗
と

同
日
同
時
刻
、
独
自
に
斎
行
す
る
こ
と
の
で
き
た
唯
一
の
存
在
が
斎
王
で

あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に
―
稲
と
粟
祭
祀
の
接
点

　

古
く
「
倭
の
屯
田
」
に
系
譜
を
引
く
官
田
稲
・
粟
が
新
嘗
の
神
膳
に
供

さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
『
延
喜
式
』
に
詳
細
な
規

定
が
あ
る
。
令
制
以
前
の
新
嘗
儀
礼
は
、
天
皇
直
営
の
「
倭
の
屯
田
」（
の

ち
の
宮
内
省
官
田
）
で
生
育
し
た
稲
・
粟
を
用
い
て
祭
祀
が
斎
行
さ
れ
た

が
、
天
武
朝
に
入
る
と
畿
外
の
公
郡
が
、
臨
時
の
神
郡
と
な
り
、「
斎
郡
」

（『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
≲
9
・
10
≳
）
と
称
し
て
奉
仕
す
る
形
式
に
改

め
ら
れ
た
。
天
武
二
年
（
六
七
三
）
か
ら
同
五
年
・
六
年
に
か
け
て
の
新

嘗
祭
祀
は
、
畿
外
の
国
郡
を
卜
定
す
る
新
し
い
祭
祀
形
態
が
導
入
さ
れ
、

国
家
的
祭
儀
に
高
め
ら
れ
た
。

　

七
世
紀
後
半
、
孝
徳
朝
以
降
、
畿
外
神
郡
神
社
を
核
に
祭
祀
体
系
が
組

み
立
て
ら
れ
る
な
か
で
、
律
令
祭
祀
と
し
て
の
《
外
廷
》
班
幣
儀
礼
が
確

立
す
る
と
と
も
に
、《
内
廷
》
天
皇
新
嘗
も
畿
外
を
対
象
化
し
た
「
大
」

嘗
の
祭
祀
に
組
み
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
斎
田
神
事
は
、
朝

廷
基
盤
領
域
で
あ
る
畿
内
を
出
て
、
畿
外
の
神
郡
編
成
と
同
意
の
臨
時
斎

郡
・
斎
田
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
天
皇
の
統
治
と
国
家
の
領
域
支
配
を
象

徴
的
に
儀
礼
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た（
（1
（

。

　

最
後
に
大
嘗
祭
に
お
け
る
粟
御
飯
の
行
方
に
つ
い
て
論
じ
、
幕
と
し
た

い
。
古
今
、
天
皇
新
嘗
に
は
稲
（
米
）
と
と
も
に
粟
御
飯
が
供
膳
さ
れ
て

き
た
。
一
方
、
践
祚
大
嘗
祭
で
は
、
平
安
前
期
の
記
録
（
と
く
に
『
儀
式
』

『
延
喜
式
』）
に
粟
が
入
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

平
安
後
期
以
降
に
至
っ
て
、
粟
の
存
在
が
確
認
で
き
、
粟
の
供
膳
は
「
秘

事
」
と
さ
れ
て
い
た
。

　

先
述
の
平
安
後
期
以
後
の
諸
記
録
を
見
る
と
、
天
皇
の
神
へ
の
供
膳
と

御
直
会
の
順
序
は
、稲
御
飯
を
先
と
す
る
も
の
の
、稲
御
飯
と
粟
御
飯
は
、

回
数
な
ど
同
一
の
所
作
で
す
べ
て
対
応
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
稲
と
と

も
に
粟
に
対
す
る
敬
意
・
報
賽
の
作
法
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

天
武
朝
前
期
に
開
始
さ
れ
た
畿
外
稲
の
天
皇
新
嘗
に
際
し
て
、
粟
は
供

膳
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
持
統
朝
に
は
じ
ま
る
践
祚
大
嘗
祭
に
も
、
粟
は

供
膳
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
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天
武
朝
前
期
に
お
け
る
天
皇
新
嘗
は
、畿
外
国
郡
を
対
象
と
し
て
お
り
、

稲
は
大
和
官
田
稲
で
は
な
く
、
特
別
に
聖
性
化
さ
れ
た
畿
外
稲
が
使
わ
れ

た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
粟
と
そ
の
出
所
が
確
認
で
き
な
い
。
新
嘗
祭
祀

に
先
立
っ
て
、
そ
の
前
々
日
の
中
丑
日
に
、
供
御
用
の
官
田
（
宮
内
省
営

田
）
の
稲
束
数
を
奏
上
す
る
政
事
向
き
の
宮
内
省
御
宅
田
の
稲
数
を
奏
上

す
る
儀
式
（「
宮
内
省
奏
二
御
宅
田
稲
数
一
事
」、『
内
裏
式
』『
儀
式
』『
年

中
行
事
御
障
子
文
』
な
ど
）
が
平
安
初
期
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は

大
化
前
代
の
新
嘗
に
も
付
随
し
た
儀
式
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
新
し

く
天
武
二
年
に
畿
外
稲
を
対
象
と
し
た
新
嘗
が
開
始
さ
れ
た
と
し
て
も
、

天
皇
の
食
膳
の
稲
粟
は
従
来
と
お
り
大
和
の
直
営
田
（
屯
田
）
か
ら
供
給

さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
祭
祀
用
の
粟
も
屯
田
・
官
田
粟
が
供
膳
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
。
皇
位
継
承
後
、
大
嘗
祭
ま
で
の
間
に
も
、
天
皇
食
膳
確

保
の
儀
礼
は
重
要
で
あ
り
、
当
然
譲
位
後
も
新
帝
の
も
と
で
途
絶
え
る
こ

と
な
く
「
宮
内
省
奏
二
御
宅
田
稲
数
一
事
」
は
行
わ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
畿
外
稲
と
官
田
粟
に
よ
る
祭
祀
は
一
貫
し
て
斎
行
さ
れ

て
き
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
稲
と
と
も
に
粟
祭
祀
が
天
皇
新
嘗
祭
祀
の
両
翼
と
さ
れ
て
き
た

の
は
な
ぜ
か
。
粟
は
非
常
時
の
た
め
に
飢
饉
の
備
蓄
と
さ
れ
て
お
り
、
民

生
安
定
に
は
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
食
料
で
あ
っ
た
。
大
嘗
祭
に
は
、
災

害
の
予
防
が
祈
念
さ
れ
て
お
り
、
天
皇
祭
祀
の
本
質
は
、
稲
だ
け
で
は
な

く
、
粟
の
祭
祀
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

注（
1
）�

山
口
祐
樹
「
神
嘗
祭
」（
岡
田
莊
司
編
『
事
典　

古
代
の
祭
祀
と
年
中
行
事
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）。

（
2
）�

落
合
偉
洲
「
新
嘗
祭
と
粟
」（『
神
道
及
び
神
道
史
』
二
十
五
号
、
一
九
七
五
年
）。

（
3
）�

岡
田
莊
司
「
天
武
朝
前
期
に
お
け
る
新
嘗
祭
祀
と
伊
勢
斎
王
」（
岡
田
莊
司
編
『
古

代
の
信
仰
・
祭
祀
』
古
代
文
学
と
隣
接
諸
学
シ
リ
ー
ズ
７
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
八

年
）。

（
4
）�

岡
田
莊
司
、
前
掲
注
（
3
）
論
文
。

（
5
）�

岸
俊
男
「「
額
田
部
臣
」
と
倭
屯
田
」（『
日
本
古
代
文
物
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
八
八
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）、
岡
田
莊
司
「
大
嘗
・
新
嘗
の
祖
型
」（『
大

嘗
の
祭
り
』
学
生
社
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
「
大
嘗
・
新
嘗
の
淵
源
―
倭
の
屯
田

を
訪
ね
て
」『
大
美
和
』
七
七
号
、
一
九
八
九
年
）、
三
谷
芳
幸
「
令
制
官
田
の
構

造
と
展
開
」（『
律
令
国
家
と
土
地
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出

一
九
九
八
年
）。
岡
田
精
司
氏
は
、
大
化
前
代
の
新
嘗
に
つ
い
て
、
地
方
豪
族
か

ら
の
食
物
供
献
に
よ
る「
ニ
イ
ナ
メ
＝
ヲ
ス
ク
ニ
」服
属
儀
礼
と
論
じ
ら
れ
た
が
、

そ
の
後
、
稲
穂
の
出
所
が
官
田
で
あ
る
こ
と
か
ら
拙
論
を
受
け
入
れ
、「
全
国
支

配
に
か
か
わ
る
よ
う
な
政
治
的
な
意
味
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
、
前
説
を

撤
回
さ
れ
た
（
岡
田
精
司
「
大
嘗
祭
の
神
事
と
饗
宴
」（『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』

塙
書
房
、
一
九
九
二
年
）。

（
6
）�

橋
本
義
彦
「
大
炊
寮
領
に
つ
い
て
」（『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
六
年
、
初
出
一
九
七
二
年
）。『
師
守
記
』
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
九
月

十
七
日
条
（『
史
料
纂
集
』）。

（
7
）�
大
津
透
「
律
令
国
家
と
畿
内
」（『
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
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一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）。

（
8
）�

岡
田
莊
司
「
天
皇
祭
祀
と
国
制
機
構
―
神
今
食
と
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
―
」（『
平
安

時
代
の
国
家
と
祭
祀
』続
群
書
類
従
完
成
会
、一
九
九
四
年
、初
出
一
九
九
〇
年
）。

（
9
）�

岡
田
莊
司
「〝
真
床
覆
衾
〟
論
と
寝
座
の
意
味
」（『
大
嘗
の
祭
り
』
学
生
社
、

一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
八
九
年
）。

（
10
）�

宮
地
治
邦
「
大
嘗
祭
に
於
け
る
神
饌
に
就
て
」（『
千
家
尊
宣
先
生
還
暦
記
念
論
文

集
』
神
道
学
会
、
一
九
五
八
年
）、
田
中
初
夫
「
神
饌
（
酒
と
飯
）」（『
践
祚
大
嘗

祭　

研
究
篇
』
木
耳
社
、
一
九
七
五
年
）、
安
江
和
宣
「
大
嘗
祭
の
神
饌
御
供
進
」

（『
神
道
史
研
究
』
二
七
巻
四
号
、
一
九
七
九
年
）、
同
「
大
嘗
祭
に
於
け
る
神
饌

御
供
進
の
御
儀
―
『
建
保
大
祀
神
饌
記
』
の
成
立
を
と
お
し
て
―
」（
皇
學
館
大

学
神
道
研
究
所
編
『
続
大
嘗
祭
の
研
究
』
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
一
九
八
九
）、

木
村
大
樹
「
神
今
食
の
神
饌
供
進
儀
に
関
す
る
考
察
―
大
嘗
祭
卯
日
神
事
と
関
連

し
て
―
」（『
神
道
研
究
集
録
』
三
一
輯
、
國
學
院
大
學
大
学
院
、
二
〇
一
七
年
）、

松
本
郁
代
「
秘
儀
の
相
伝
」（『
天
皇
の
即
位
儀
礼
と
神
仏
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
七
年
）。

（
11
）�

安
江
和
宣
「
大
嘗
祭
記
録
『
法
性
寺
殿
御
次
第
』
の
成
立
」（『
神
道
宗
教
』

一
四
〇
・
一
四
一
号
、
一
九
九
○
年
）。

（
12
）�

所
功
監
修
『
京
都
の
御
大
礼
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
。

（
13
）�

東
山
御
文
庫
所
蔵
。
宍
戸
忠
男
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
14
）�

木
村
大
樹
、
前
掲
注
（
10
）
論
文
。

（
15
）�

岩
本
徳
一
「
神
祇
官
代
新
嘗
祭
考
」（『
國
學
院
雑
誌
』
六
七
巻
六
号
、
一
九
六
六

年
）、
高
木
博
志
「
明
治
維
新
と
大
嘗
祭
」（『
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
』

校
倉
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）、
武
田
秀
章
「
明
治
大
嘗
祭
前

史
の
一
考
察
」（『
維
新
期
天
皇
祭
祀
の
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
九
六
年
、
初
出

一
九
九
〇
年
）、
阪
本
是
丸
「
近
世
の
新
嘗
祭
と
そ
の
転
換
」（『
近
世
・
近
代
神

道
論
考
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）。

（
16
）�

所
功
『
近
代
大
礼
関
係
の
基
本
史
料
集
成
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
八
年
。

（
17
）�

内
閣
大
礼
記
録
編
纂
委
員
会
編
『
昭
和
大
礼
記
録
』
一
九
三
一
年
。

（
18
）�

塩
川
哲
朗
「
鎮
魂
祭
の
祭
祀
構
造
に
関
す
る
一
考
察
」、
木
村
大
樹
「
天
皇
と
斎

王
の
祭
祀
構
造
―
「
戸
座
」
の
位
置
付
け
を
手
が
か
り
に
―
」（
と
も
に
『
神
道

研
究
集
録
』
第
三
二
輯
、
國
學
院
大
學
大
学
院
、
二
〇
一
八
年
）、
岡
田
莊
司
、

前
掲
注
（
3
）
論
文
。

（
19
）�

七
世
紀
後
半
の
律
令
祭
祀
制
形
成
過
程
三
部
作
と
し
て
、
岡
田
莊
司
①
「
古
代
神

祇
祭
祀
体
系
の
基
本
構
想
―
「
天
社
・
国
（
地
）
社
祭
祀
制
」
―
」（『
神
道
宗
教
』

第
二
四
三
号
、
二
〇
一
六
年
）、
同
②
「
古
代
の
国
家
祭
祀
―
祈
年
祭
の
淵
源
を

探
る
―
」（『
神
道
史
研
究
』
六
五
巻
二
号
、
二
〇
一
七
年
）、
同
③
「
天
武
朝
前

期
に
お
け
る
新
嘗
祭
祀
と
伊
勢
斎
王
」、
前
掲
注
（
3
）
論
文
。

（
付
記
）
折
口
信
夫
マ
ト
コ
オ
フ
ス
マ
論
か
ら
九
十
年
、
寝
座
秘
儀
説
否
定
の
拙
論
か
ら

三
十
年
、
そ
し
て
今
、
新
た
な
大
嘗
祭
論
を
提
示
し
て
み
た
。


